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Ⅰ．事業の概要 

1．事業の目的 

六甲山系は、東は宝塚市、西は神戸市垂水区に至る、東西約３０ｋｍに伸びる連山で、

海岸線から僅か７ｋｍ程度で標高９３１ｍの六甲山頂に至る程に急峻な地形です。地質的

には、風化の進んだ花崗岩が主体を成しており、また、活断層が多数分布している関係か

ら豪雨に対しては非常に脆弱です。 

一方で、六甲山系の周辺は、市街化が極めて顕著であり、管内の神戸市、西宮市、芦屋

市及び宝塚市には、約２３０万人の人々が生活しています。土地利用においては、平地部

から山地部へと都市化が進行しています。 

また、JR 等の鉄道、国道２号線等の道路、神戸港などの重要交通網が日本の東西経済

交流を支えています。このことから土砂災害が発生した場合、甚大な被害が発生する可能

性は非常に高いといえます。 

六甲山系直轄砂防事業は、六甲山系における土砂災害から国民の生命・財産および重要

交通網等の社会経済基盤を保全することを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡 例 

流域界 

六甲砂防管内図
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２．事業の基本方針 

  六甲砂防事務所では、事業の目的のため、現在以下の３つの基本方針により事業を実施

しています。 

 

1）砂防施設整備 

土砂災害を引き起こす危険性が高い箇所において砂防施設の整備を引き続き実施し

ます。また、老朽化した基幹堰堤の補強・機能向上対策も実施します。 

砂防施設の整備や堰堤補強に際しては、流木災害の防止対策を同時に実施します。 

 

2）六甲山系グリーンベルト整備の推進 

六甲山地へ拡大する市街地を、土砂災害から守るため、六甲山系グリーンベルト整備

事業の推進に取り組みます。市街地に面する斜面の公有地化及び用地取得済み箇所の斜

面対策・樹林整備等を実施します。 

 

3）警戒避難体制の強化 

土砂災害に対する地域防災力向上のため土砂災害関連情報の収集・分析・伝達の研究

開発及び施設整備を図り、警戒避難体制の強化に努めていきます。同時に、土砂災害防

止に向けた各種普及啓発活動を実施します。 

 

 

3．事業費の概要 

 

平成 28 年度 予算額 約 3４億円 

 

○過去 10 年の事業費の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円）

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

4,906 5,156 5,156 4,928 4,810 4,270 3,352 3,219 3,348 3,348 3,365
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Ⅱ．平成２８年度の主な事業内容 

1．砂防施設の整備 

１）土石流の危険箇所での対策工事の実施 

土石流危険渓流の対策として平成２７年度には下表に示す新規堰堤及び堰堤補強が完

成しました。 

 

位 置 水 系 箇 所 名 

神

戸

市 

灘区 都賀川 摩耶第五堰堤 

北区 新湊川 牛ノ背東堰堤 

芦屋市 芦屋川 椿谷第三堰堤補強 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、下表に示す新規堰堤及び堰堤補強等について、引き続き工事を推進します。 

 

位 置 水 系 箇 所 名 備  考 

神

戸

市 

東灘区 天上川 座福ヶ原堰堤補強  

灘区 西郷川 城下堰堤補強 Ｈ２８年度完成予定 

兵庫区 新湊川 
菊水第三・第四堰堤  

奥東服山堰堤 Ｈ２８年度完成予定 

須磨区 
一の谷川 赤旗堰堤補強 Ｈ２８年度完成予定 

千森川 高倉川堰堤 Ｈ２８年度完成予定 

北区 山田川 

大池見山堰堤 Ｈ２８年度完成予定 

古々山堰堤  

カツカ谷堰堤  

中央区 宇治川 再度谷堰堤  

西宮市 船坂川 船坂第十堰堤  

芦屋市 芦屋川 滝ヶ谷第二堰堤補強  

主な平成２７年度完成堰堤写真 

牛ノ背東堰堤 摩耶第五堰堤 

平成２８年度の工事実施予定堰堤 

平成２７年度に完成した堰堤 
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六甲山系 直轄砂防事業 （座福ヶ原堰堤補強） 

凡   例 

           流域範囲 

          想定氾濫区域

          対象えん堤 

座福ヶ原堰堤

堰堤計画地点の状況 

（要配慮者利用施設）

園田医院

渓床の状況

保全対象の状況

計画堰堤の位置 

S13 阪神大水害被災状況 

阪急電鉄神戸線

岡本駅

○ 主な平成２8 年度工事箇所 

斜め写真 

座福ヶ原堰堤 
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六甲山系 直轄砂防事業 （奥東服山堰堤） 

奥東服山堰堤

凡   例 

           流域範囲 

          想定氾濫区域

          対象えん堤 

奥東服山堰堤 

斜め写真 

比較的新しい土砂堆積

砂防堰堤計画地 

谷出口直下の保全対象 

国道 428 号は交通量極めて多い

主な平成 28 年度対策工事箇所の状況

赤旗堰堤補強 

船坂第十堰堤 
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２）地震により発生した大崩壊地での対策工事の推進 

平成７年１月１７日に発生した兵庫県南部地震により崩落した神戸市中央区苧川谷山

腹（平成 16 年度に着手）等の対策工事を着実に進めていきます。 

崩壊箇所を鉄筋やネットで抑え斜面の安定を図るとともに、植栽工による緑化を実施し

ていきます。 

三宮市街地から見た苧川谷山腹の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災直後の写真            現在（平成 28 年 4 月）の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工状況（遠景） 

 

 

                      苧川谷山腹工の施工状況 
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2．六甲山系グリーンベルト整備の推進 

１）危険な斜面の対策工事の実施 

神戸市内の山麓部において、斜面崩壊から住宅地等を保全するための斜面対策工事を実施

します。 

工事はできる限り既存の樹木を残すことが可能な工法を選択し、健全な樹林帯を保全・育

成していきます。 

 

平成２８年度斜面対策工実施予定箇所  

位 置 水 系 箇 所 名 

神

戸

市 

東灘区 
高橋川 GB 本山北地区 

天上川 GB 保久良地区 

灘区 石屋川 GB 鶴甲東地区 

 

 

平成２７年度斜面対策完成写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高取中央地区                  葺合地区 
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２）市民と協働による森づくりの推進 

六甲山系グリーンベルト整備では、斜面対策等の他に良好な樹林整備を行っています。ま

た樹林整備の一環として、市民団体 28 団体・企業 18 団体・小学校 6 校等による森づくり

活動への支援を実施し、市民と一体となった森づくりに取り組んでいます。 

 

市民団体・企業・小学校等による森づくり活動の様子 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   一般市民参加による森づくり活動      小学生によるどんぐり育成プログラム 

 

 

 

 

平成 28 年 4 月１日時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森づくり活動団体位置図
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3．警戒避難体制の強化 

１）防災情報の提供 

  ホームページや携帯電話を利用し、雨量などの防災情報の提供を引き続き実施します。 

 

２）防災情報の共有化  

災害時の防災情報の収集や災害活動を迅速に行うため、土石流監視カメラ等の観測情報

を光ファイバーネットワークの接続により関係自治体との情報共有を引き続き実施します 

 

3）地域防災力向上のための取り組み 

兵庫県、神戸市等関係自治体との連携強化、災害時に迅速な災害対応を実施するため、

同時多発的な土砂災害を想定した県・４市との合同演習を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県・４市連絡調整会議            県・４市合同演習 

 

4）防災意識の普及啓発 

住民の土砂災害の基礎知識の普及を目的として、職員等による出前講座を実施します。 

また、土砂災害防止月間（６月）には、土砂災害防止啓発チラシの配布や、阪神大水害

や阪神淡路大震災の災害写真などを説明したパネルの展示を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校への出前講座         土石流実験模型を用いた啓発活動 
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Ⅲ．事務所の沿革と組織 

1．事務所の沿革 

１）沿革 

昭和１３年７月、阪神地域を襲った豪雨（阪神大水害）は、無数の山崩れ・土石流を発

生させ、阪神地方に莫大な被害を与えました。この災害を契機として、昭和１３年９月に六

甲砂防事務所が発足し、六甲山系において直轄砂防事業を実施しています。 

 

 

年  月 六甲山系直轄砂防事業と主な災害 

 昭和１３年 ７月 阪神大水害、死者・行方不明者６９５名 

９月 内務省六甲砂防事務所設置 

昭和１４年 ５月 直轄砂防事業開始 

 昭和２６年 ４月 河川改修事業を県へ移管、引き続き受託で改修工事を実施 

 昭和３６年 ６月 梅雨前線豪雨、死者・行方不明者３１名 

 昭和４２年 ７月 梅雨前線豪雨、死者・行方不明者９８名 

 昭和４７年 ９月 宇治川調整池工事完成に伴い、県からの受託による改修工事は完了

 昭和 63 年 4 月 土石流危険渓流総合整備事業に着手 

平成 元年 5 月 総合土砂災害対策モデル事業に着手 

 平成 ７年 1 月 兵庫県南部地震、土砂災害による死者・行方不明者３７名 

平成 ８年 ３月 六甲山系グリーンベルト整備事業に着手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11 
 

2．事務所の組織 

１）組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）各課の業務内容 

総務課・・・・・・・受付等所内総務、庁舎管理などに関する業務 

経理課・・・・・・・工事契約、物品購入に関する業務 

用地課・・・・・・・砂防工事に必要な土地の取得に関する業務 

工務課・・・・・・・砂防工事の設計と実施に関する業務 

調査課・・・・・・・砂防事業の調査・計画に関する業務 

西六甲出張所・・・・砂防工事の監督業務 

東六甲出張所・・・・砂防工事の監督業務 

 

事務所長 

副所長（事務） 

副所長（技術） 

建設専門官 

〔用地官〕 

建設監督官 

指導官 

指導官 

総務係 総務課 

専門官 

用地課 用地第一係 

東六甲出張所 

工務課 

調査課 

計画係 

〔用地第二係〕 
専門官 

経理係 経理課 

専門職 

工務係 

維持係 
専門官 

総合土砂災害対策係 

西六甲出張所 

調査係 

事務係 

〔技術係〕 

事務係 

〔技術係〕 

（平成２８年４月１日現在） 

〔専門職〕

専門職 

〔 〕は専ら併任等 


